
第８次医療計画（国の考え⽅）
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〇施策の検討及び評価の際にはロジックモデル等のツールの活用の検討
〇令和３年の医療法改正により、第８次医療計画から医療計画の記載事項として、新興感染症への対応に関
する事項の追加（詳細は今後示される予定）

〇平成３０年医療法改正により、医療計画の記載事項として「外来医療に係る医療提供体制の確保に関する
事項」の追加

〇その他の医療に、「慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）対策」、「慢性腎臓病（ＣＫＤ）対策」の追加
〇医師確保計画策定ガイドラインを踏まえた⾒直し

【参考︓国の通知等】
・医療提供体制の確保に関する基本⽅針の⼀部改正する件等の公布等について（令和５年３⽉３１⽇医政発
第0331第12号）

・医療計画について（令和５年３⽉３１⽇医政発第0331第1６号）
・疾病・事業及び在宅医療に係る医療体制について（令和５年３⽉３１⽇医政地発0331第14号）
・医療計画と各計画との⼀体的策定について（令和５年３⽉３１⽇事務連絡）

第８次計画の作成指針の⽅向性
○新型コロナウイルス感染症の感染拡大により浮き彫りとなった地域医療の様々な課題に対応するとともに、
人口構造の変化への対応を図る。
○新たな事業として新興感染症への対応に関する事項を追加。
○第７次計画期間中に追加した「医師確保計画」「外来医療計画」についても第８次医療計画の策定と併せ
て⾒直しを⾏う。

第８次計画の作成指針の具体的な内容

資料５
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がんの医療体制（第８次医療計画の見直しのポイント）



以下、R5.5.18医療政策研修会資料から抜粋
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●がん予防
・「がん検診受診率」の目標について、いずれのがん種においても増加傾向であり、⼀部のがん種で
目標値を達成できたことから、さらなる受診率向上を目指し５０％から６０％に引き上げ

●がん医療
・「緩和ケア」について、すべての医療従事者が診断時から治療と併せて取り組むべきとの趣旨から、
がん医療分野の中に記載

・ ドラッグラグ等の課題に対し、新たな診断技術・治療法へのアクセスを確保する観点から、新たな
技術の「速やかな医療実装」に関する項目を新規に追加し、国際共同治験への参加を含め、治験の
実施を促進する⽅策の検討などの取組を推進

●がんとの共生
・ 治療を継続しながら社会生活を送るがん患者が増加する中で、治療に伴う外⾒変化に対するサポート
が重要であることを踏まえ、「アピアランスケア（※）」を独⽴した項目として記載し、拠点病院等を
中心としたアピアランスケアに係る相談支援・情報提供体制の構築等を推進
※ 医学的・整容的・心理社会的支援を⽤いて、外⾒の変化を補完し、外⾒の変化に起因するがん患者の苦痛を軽減するケア

●これらを支える基盤
・ 国⺠本位のがん対策を推進する観点から「患者・市⺠参画の推進」を、医療・福祉・保健サービスの
効率的・効果的な提供や、患者やその家族等のサービスへのアクセシビリティ向上の観点から「デジ
タル化の推進」を、新規追加

・「全ゲノム解析等実⾏計画2022」の着実な推進を記載

がん対策推進基本計画の見直しのポイント
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計画の策定と目標達成の把握

第４期がん対策推進基本計画 「第３ がん対策を総合的かつ計画的に推進するために必要な事項」

３．都道府県による計画の策定（抜粋）
●都道府県は、本基本計画を基本としながら、当該都道府県におけるがん患者に対するがん医療の提供
の状況等を踏まえ、都道府県計画を策定する。（中略）また、地域の実情に応じた⾃主的かつ主体的
な施策や普及啓発の取組を盛り込むことが望ましい。

●都道府県は、都道府県計画に基づくがん対策の進捗管理に当たって、PDCAサイクルの実効性確保の
ため、ロジックモデル等のツール活⽤を検討するとともに、当該都道府県におけるがん医療に関する
変化やがん対策の効果に関する評価を踏まえ、必要があるときは、都道府県計画を変更するよう努め
る。

●国は、都道府県計画の作成⼿法等について必要な助⾔を⾏う。

６．目標の達成状況の把握
●国は、分野別目標及び個別目標の達成状況について、適宜調査を実施しその結果を公表するとともに、
本基本計画の進捗状況の把握とその管理をするため、３年を目途に中間評価を⾏う。

●その際､各分野で取り組むべき施策が､分野別目標及び個別目標の達成に向けて効果をもたらしている
か、ロジックモデルを活⽤した科学的・総合的な評価を⾏い、必要に応じてその結果を施策に反映
する。また、各分野別目標及び個別目標の達成状況及び計画の進捗状況の把握に当たって、適切な
指標が設定されているのか、必要に応じて⾒直しを⾏うとともに、数値目標の設定についても、引き
続き検討を⾏う。
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がんの医療体制構築に係る現状把握のための指標例


